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実施許諾実績 あ り 液 晶 半導体 自動車 光学機器
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 キーワード
撹拌、抗原抗体反応、電界、免疫染色、ハイブリダイゼーション

〇電界撹拌方法及び電界撹拌用キャップカバー（特許第6781873号）
〇電界撹拌用電極及びこれを用いた電界撹拌方法（特許第5825618号）
　　・上記以外の関連特許：特許第6281852号、特許第6026027号、特許第5696300号、
　　　　　　　　　　　　特許第5655180号、特許第5754520号、特許第5857309号、特許第5839526号

実用化※：研究開発を経て、実用化の目処が立った段階
です。

 概要図

 特　徴
電場を用いて、特に微小量の液滴を非接触で撹拌する技術。撹拌が難しい微小液滴（最小
200nL）でも活発な撹拌挙動が得られ、かつ撹拌中に温度上昇がないのが特徴。

 独自性
〇電場を用いて、特に微小量の液滴を非接触で撹拌可能な秋田県独自の「電界撹拌技術」
〇電界撹拌技術を抗原抗体反応やハイブリダイゼーション反応に導入し迅速化可能。

 シーズの名称
電界撹拌技術による迅速反応方法

 シーズの特性 活用が期待される分野 製造業

電界撹拌技術とは
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自動迅速免疫染色装置


